
296カンファレンス・プロシーディングス, 13, 296, 2024
https://www.j-mac.or.jp © 2024 The Author(s). 本稿はCC BY-NC-ND 4.0の条件下で利用可能。

オーラルセッション ― 要約

3主体により協創されるブランド価値の研究 
― 「山形県産つや姫」と「北海道産ゆめぴりか」を事例に ―
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近年のマーケティング研究では，ブランド価値を育む主体は企業や消費者に限らず，様々な拡がりを見せている。多様な主体
との協力によりブランドを育むことは，市場競争を勝ち抜く上でも有効である。トップブランドの地位に成長したブランド米である
山形県産つや姫や北海道産ゆめぴりかにおいてもその姿が窺える。

本研究ではこれらのブランド米を事例に，供給主体，消費主体，BIT（Brand Incubation Third-Party）の3 主体によるブ
ランド価値協創の概念を用いて，協創されるブランド価値を示した。ブランド価値協創ではエンゲージメントの概念が用いられた
が，本研究の結果，これらのブランド価値においては，ロイヤリティに関する価値とエンゲージメントに関する価値の2つが内包さ
れていることを示した。
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